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2007 年 10 月 
中国の独占禁止法の成立―インド、日本との比較から見た市場制度形成への基本姿勢 
 
                                在北京海外調査員 
                                    大原盛樹 
 
 中国では 2007 年 8 月末の全国人民代表大会(常務委員会第 29回会議)で独占禁止法（「反
































































                                                  
1 国家的な調整を加えつつ産業の秩序だった発展を目指すという考え方は、1931 年に成立
した重要産業統制法に結実している(平林 2007)。 





































 - 4 - 





企業法）が 1988 年、反不正当競争法 1993 年、労働法 1994 年、価格法 1997 年、企業法
2005 年と制定が続いた。法的に担保された市場経済制度の形成はこの 20 年のことであり、





















介入については 1980 年代から憲法を含む様々な法律で言及されており、1993 年の反不正
当競争法でも禁止規定が盛り込まれている。今回の独禁法では反独占法執行機関の設立に
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